
令和３年度 

第９号 

 

 

 

 

～あいさつで笑顔あふれる みんな仲良し池田小～ 

甲府市立池田小学校  学校だより 

令和３年９月１７日 発行 

発行者：学校長 樋川君子 

 

 

 

 

〇９月１２日、本県に適用されていた「まん延防止等重点措置」が解除となり、それに伴い分散登校も１０

日で終了となりました。その間、保護者の皆様にいただいたご協力に改めて感謝申し上げます。ありがと

うございました。 

○学校では「２学期の全面スタートは９月１３日（月）から」という意識で、特にこの一週間を大事にして

きました。学級として、学年として、学校としての規律や人間関係をはじめとした体制づくり、そして感

染症対策の徹底等により、２学期も安定した集団生活を送るための基盤づくりを行ってきました。 

○９月１３日（月）には、始業式と同様まず朝の時間を利用して、私の方から全校児童に向けて「全面スタ

ート」の話をしました。（『いけだの夏休み』になぞらえて…） 

◆『い』のちを大切にしましょう→感染症対策をしっかり続けていくこと。もちろん他の病気や事故、け

がにも気をつけること。 

◆『け』いかくてきに過ごしましょう→一番長い２学期、たくさんの行事や学習内容がある中で、自分の

予定も含めて計画的に過ごすこと。 

◆『た』のしく過ごしましょう→全校児童４４２人、皆で力を合わせて楽しい２学期にすること。そのた

めには、距離はとらなければならないけど、お友達の心にはいつも寄り

添うこと。 

の３つです。 

○その後、各クラスではやっと全員がそろったので、学級役員や班、係・当番活動を決めたり、席替えをし

たりして体制作りをしっかり行っていました。久しぶりに全員がそろった教室は、子どもたちの明るい笑

顔に包まれ、活気に満ちあふれていました。 

○また、校庭も休み時間に遊ぶ子どもたちでにぎやかになりました。こういう時にこそ、外で体を動かし、

一端気持ちをリセットしてさらに集中力を高めるというサイクルが重要です。外遊びにはたくさんのプラ

スの要素があります。本校では昨年度より密を避けるための一つの対策として、休み時間を前半と後半に

分けて校庭を使用しています。短い時間ですが、思い切り体を動かす子どもたちにたくましさを感じます 

 

 

 

 

 

＊かしこく なかよく げんきよく＊ 

＊あいさつ へんじ せいりせいとん＊ 

鬼ごっこやサッカーで 

盛り上がっています！ 

遊具も大人気です！順番

を守って仲良く使ってい

ます。 



下の円グラフを見てください。夏休みの反省の一つです、いつもでしたら挙手によ

って３段階の自己評価を行っていましたが、今回は一人一台端末を利用して、３年生

以上の子どもたちにアンケート形式で回答してもらいました。分散登校の関係で始業

式の日に一斉にというわけにはいきませんでしたが、担任の先生方の協力により早い 

段階で回答を得ることができました。実は、GIGAスク 

ール構想実現に向けて先生方が様々な試行錯誤を繰り 

返している中、私自身も使いこなせなければと思い、 

今回、ちょっと試してみました。（もちろん、自力で 

はなかなか難しいので、若い先生方の力をかなり借り 

ましたが…）子どもたちが回答するとあっという間に 

こういった結果のグラフができあがり、傾向を読み取 

ることができます。凄く便利な機能です。全校的に活 

用できることがこれで分かり、大変勉強になりました。 

１０月の GIGA開きに向けて、各学年もバージョンアッ 

プさせながら様々な活用方法を探っています。 

 さて、来週からは運動会に向けての特別日課が始ま 

ります。子どもたちも教職員も一丸となって目標に向 

かっていきます。各ご家庭でも、体調管理を含めぜひ 

子どもたちのやる気を応援してあげてください。よろ 

しくお願いいたします。 

＊学校生活において不安な点や不明な点等がありましたら、いつでも遠慮なく学校にお問い合わせください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊カラー版をホームページに掲載しております。是非ご覧ください。 

 

授業における感染症対策です 

 学校としての感染症対策は昨年度からお伝えしてきていますが、それを受けて、授業の中ではさら

に対策を徹底しています。文科省や市教委から示されているマニュアルを基に、教職員一人一人が細

心の注意を払いながら日々の授業を進めています。特に「地域感染レベル」が『２』になった６月１

７日からは、さらに気をつけるようにしています。今回はマニュアルからその一部をご紹介します。 

①次の活動は行いません。 

 「児童生徒が長時間、近距離で対面形式となるグループワーク等」          

   「近距離で一斉に大きな声で話す活動」 

②次の教科については特に配慮を要します。 

 【家庭科】・調理実習は見合わせる。 

   【体 育】・個人や少人数で密集せず距離を取って行うことができる運動をする。 

        ・身体が接触する運動は避ける。 

        ・児童同士の用具の使い回しは避ける。 

   【音 楽】・歌唱や口に触れる楽器の演奏の学習は見合わせる。 

   【外国語】・握手やハイタッチなど、身体接触を伴う活動は避ける。 

   【理 科】・近距離で活動する実験や観察は行わない。 …等々… 

 細かいことを言えばきりがありませんが、学校でできることが限られて 

いるため、ご家庭にもその分ご負担をおかけしていると思います。例えば 

リコーダーや鍵盤ハーモニカは学校では指使いの練習、音を出すのは家で 

…といった具合です。もちろん、運動会の種目についても同様です。昨年 

度より更に細かいところまで気を配りながら、種目を決め、練習を行って 

います。 

 保護者の皆様にも様々なお願いばかりで大変申し訳ありませんが、子ど 

もたちの教育活動が滞りなく進めていけますよう、引き続きご理解とご協 

力をよろしくお願いいたします。 

感染症対策の一貫と

して水道の蛇口がレ

バー式になりまし

た。ちょっと触れる

だけで水の調整がで

きるので便利です。 


